
地理
授業研究

2 指導と学習の流れ

　今回は、『社会科 中学生の地理』（以下、教

科書）p.186 ３部３章２節日本の諸地域「中国・

四国地方」での学習での実践を取り上げる。単

元指導計画は以下の５時間構成とした。

表　単元指導計画

時 学習内容

１ 中国・四国地方の自然環境

２ 中国・四国地方の産業の特色

３
（本時） 交通網の整備と人々の生活の変化

４・５ 持続可能な中国・四国地方の在り方

　なお、教科書では、第２時が「交通網の整備

と人々の生活の変化」（p.188〜189）、と第３

時が「瀬戸内海の海運と工業の発展」（p.190

〜191）であり、上記の単元指導計画と一部異

なっている。これは中国・四国地方は南四国・

瀬戸内・山陰と区分される地域おいて、まず自

然環境との結びつきの強い産業が見られること

を紹介し、その上で、日本の諸地域の学習にお

ける中核テーマとして中国・四国地方では「交

通・通信」を設定したためである。

3 指導における流れと工夫

　改めて、地理的分野における「見方・考え方」

は①位置や分布、②場所、③人間と自然環境と

の相互依存関係、④空間的相互依存作用、⑤地

1 はじめに

　現行の学習指導要領が導入されてから、「主

体的・対話的で深い学び」の実現を目指すさま

ざまな実践が展開されてきた。使用する教材や

学習方法での工夫はもちろんのことであるが、

『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　

総則編』では「「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善の推進」において、留

意すべき点の一つとして、下記のように明記さ

れている。

　つまり、下線部のように、どのような教材や

学習方法を用いても、この「見方・考え方」を

働かせて学習することができなければ、社会科

で学習する内容を習得することは難しいという

ことになる。本稿では、改めてこの「見方・考

え方」を働かせて学習を進めていく実践を紹介

したい。

オ�　深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせ
ることが重要になること。各教科等の「見方・考
え方」は、「どのような視点で物事を捉え、どの
ような考え方で思考していくのか」というその教
科等ならではの物事を捉える視点や考え方である。
各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすもので
あり、教科等の学習と社会をつなぐものであるこ
とから、児童生徒が学習や人生において「見方・
考え方」を自在に働かせることができるようにす
ることにこそ、教師の専門性が発揮されることが
求められること。（下線部は筆者）
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域の五つに示されている。これらの「見方・考

え方」を働かせるために、また実際に働かせる

ことができているかどうかを確認するための工

夫を、本時の指導計画と合わせて考えたい。

　本時は、流れを下記の通りとして、「中国・

四国地方での交通網・通信網の整備は、人々の

生活や産業にどのような影響を与えているのだ

ろうか」という節の問い（教科書p.186「２節

の問い」）に対して「見方・考え方」を働かせ

て考えるよう指導内容を工夫した。

表　本時の指導計画

学習活動

導入
本州四国連絡橋の景観写真から、本州
と四国が瀬戸内海をまたぐ交通網で結
ばれていることを確認する。

展開

①�交通網の整備による生活の変化につ
いて諸資料から読み取る。

②�読み取った内容についてグループで
共有する。

まとめ 本時の学習内容について振り返り、学
習カードにまとめる。

　そのために、①地図や景観写真を使用する

（例：図１～５）、②ICT（学習者用コンピュー

ター）を活用するという２点を意識した。

　①の地図や景観写真を使用することについて

は、知識・技能を活用して思考・判断・表現す

るために資料を読み取る技能を身につけさせ、

発問を通して「見方・考え方」を働かせること

を目的とする。本時の導入では図１の景観写真

を用いて「この海を渡る橋にはどのような特徴

があるか」という発問から、本州四国連絡橋の

一つである瀬戸大橋の特徴として、「自動車と

列車の両方が通る二層構造になっている」とい

う情報を読み取らせたい。

　展開の前半①では瀬戸大橋をはじめとする本

州四国連絡橋が整備されたことを説明し、図２
の中国・四国地方の高速道路網と所要時間の変

化について、「自動車を使って高松市から３時

間で移動できる範囲はどのように変化したか、

また、その理由として考えられるものは何か」

という発問から、自動車を使って高松市から３

時間で移動できる範囲が中国地方を中心に広

がっていることと、その理由として高速道路や

自動車専用道路の数が増えている（交通網が広

がっている）こと（①位置や分布）を読み取ら

せる。このように、学習活動を行っていく上で、

「見方・考え方」を働かせていく土台を作るこ

とが肝要である。

　「見方・考え方」を働かせて地域的特色を捉

える共通認識ができたら、生徒個人でその作業

に取り組む。展開の後半②では節の問いに対し図１　『社会科 中学生の地理』p.188「1本州と四国を結ぶ瀬戸大橋」

図２　『社会科 中学生の地理』p.189「3中国・四国地方の高速道路網
と所要時間の変化」
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との結びつきをどのように変化させたのだろうか。学習課題
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　　　　　　　　　　　波が穏
おだ

やかな瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

では、古くから船を
使った海上交通網

もう

が発達していました。その
ため、都のあった近

きん

畿
き

地方や九州地方、東アジア諸
しょ

国
こく

などと結びつ
き、たくさんの人やモノが船を使って行き来

き

していました。
　1970 年代になると、中国自動車道や山

さん

陽
よう

新
しん

幹
かん

線
せん

など、東西方向
を結ぶ陸上交通網が整

せい

備
び

されはじめ、1988 年には本
ほん

州
しゅう

四
し

国
こく

連
れん

絡
らく

橋
きょう

の一つである瀬
せ

戸
と

大
おお

橋
はし

が開通しました。これにより、鉄道や自動車
とフェリーとを乗り継

つ

いで約 2時間かかっていた岡山市と高
たか

松
まつ

市

の間の移
い

動
どう

時間は、1時間以内に短
たん

縮
しゅく

されました。
　その後、本州四国連絡橋のほかの二つのルートが開通したことに
より、本州と四国の間の移動時間は大

おお

幅
はば

に短縮されました。また、
瀬
せ

戸
と

内
うち

と山
さん

陰
いん

を結ぶ米
よな

子
ご

自動車道や浜
はま

田
だ

自動車道、瀬戸内と南四国
を結ぶ高知自動車道など、南北方向を結ぶ陸上交通網の整備も進み、
人やモノの移動が活発になっています。
　　　　　　　　　橋が開通した瀬戸内の島々では、島民の日

にち

常
じょう

的

な移動手
しゅ

段
だん

はフェリーから自動車へと変化し、
買い物や通

つう

勤
きん

・通学、通院などの際
さい

に、フェリーの時間を気にせず

橋の開通と
高速道路網の整備

p.184、187
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離島の
暮らしの変化

に移動できるようになりました。一方、フェリーの利用者は減
げん

少
しょう

し、
航
こう

路
ろ

の多くは廃
はい

止
し

されたり、便の数が減
へ

ったりしたため、自動車を
もたない人や高

こう

齢
れい

者にとっては、生活が不便になる面もありました。
そのため、生活用品を輸

ゆ

送
そう

する船や、健康診
しん

断
だん

のできる医
い

療
りょう

設
せつ

備
び

を
備
そな

えた診
しん

療
りょう

船などが、今でも島での生活を支
ささ

えています。また、岡
山県・広島県・香川県・愛媛県では、離

り

島
とう

や山間部での医療を充
じゅう

実
じつ

させるため、通信網を使って病院と診療所の医
い

師
し

が電子カルテを共
有するなどの取り組みが行われています。
　　　　　　　　　　交通網の発達は、中国・四国地方と他地

ち

域
いき

と
の結びつきにも影

えい

響
きょう

を与
あた

えています。
　徳島県では、大

おお

鳴
なる

門
と

橋
きょう

と明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大
おお

橋
はし

の開通によって、神
こう

戸
べ

市や
大阪市への移動時間が大幅に短縮されたので、高速バスを利用して
日帰りで近畿地方に買い物に出かける人々が増

ふ

えました。その一方
で、徳島市で行われる「阿

あ

波
わ

おどり」などの観光を目的に、全国各
地から四国を訪

おとず

れる人々も増えています。
　しかし、移動が便利になった結果、買い物に行く人などが大阪な
どの大都市へ吸

す

い寄
よ

せられたことで、地方都市では地元での商品の
売り上げが減少し、経

けい

済
ざい

が衰
すい

退
たい

するという問題も生じています。

2

p.163

交通網の発達と
結びつきの変化

p.202

5

p.185

2

本州と四国を結ぶ三つのルートの
位置と名

めい
称
しょう
を、図　や地図帳で確

かく

認
にん
しよう。

本
ほん
州
しゅう
四
し
国
こく
連
れん
絡
らく
橋
きょう
の開通は、四国の

人々の生活にどのような変化をも
たらしたのか、説明しよう。

確認しよう
3

説明しよう

交交通通網網のの整整備備とと
人人々々のの生生活活のの変変化化2
中国・四国地方での交通網・通信網の整備は、

人々の生活や産業にどのような影響を与えているのだろうか。
2節の問い

1 本州と四国を結ぶ橋の総
そう

称
しょう

で、神
こう

戸
べ

〜鳴
なる

門
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、
児
こ

島
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（倉
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敷
しき

）〜坂
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出
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道
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〜今
いま

治
ばり

の三つのルート
があります。

2 交通網
もう

の整
せい

備
び

により、地方都市から大都市
への買い物客が増

ふ

えたり、地方都市の支
し

店
てん

が閉
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鎖
さ

されたりする現
げん

象
しょう

をストロー現象といいます。

↑　徳島市から神
こう

戸
べ

市や大阪市などへ向かう
高速バスの乗り場（徳島県徳島市、2019 年） 
　淡
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路
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島
しま
を経

けい
由
ゆ
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3時間で大阪市へ移
い
動
どう
することができます。
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↑　中国・四国地方の高速道路網
もう

と所要時間の変化3

↑　本州と四国を結ぶ瀬
せ

戸
と

大
おお

橋
はし

（香川県坂
さか

出
いで

市）　橋は二層
そう
構
こう
造
ぞう
になっており、上は自動車、下は列車が走っています。1

橋の開通によって、
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動
どう
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変化したのかな？
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が受けられる診療船が

活
かつ
躍
やく
しています。
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交通網の広がり、日本の産業と情報（小）　原爆（小・歴・公）小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

世界とつながる平和記念都市、広島

　長崎市とともに第二次世界大戦で原
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のコンサートなどで使用されてい
ます。
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はい

止
し

されたり、便の数が減
へ

ったりしたため、自動車を
もたない人や高

こう

齢
れい

者にとっては、生活が不便になる面もありました。
そのため、生活用品を輸

ゆ

送
そう

する船や、健康診
しん

断
だん

のできる医
い

療
りょう

設
せつ

備
び

を
備
そな

えた診
しん

療
りょう

船などが、今でも島での生活を支
ささ

えています。また、岡
山県・広島県・香川県・愛媛県では、離

り

島
とう

や山間部での医療を充
じゅう

実
じつ

させるため、通信網を使って病院と診療所の医
い

師
し

が電子カルテを共
有するなどの取り組みが行われています。
　　　　　　　　　　交通網の発達は、中国・四国地方と他地

ち

域
いき

と
の結びつきにも影

えい

響
きょう

を与
あた

えています。
　徳島県では、大

おお

鳴
なる

門
と

橋
きょう

と明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大
おお

橋
はし

の開通によって、神
こう

戸
べ

市や
大阪市への移動時間が大幅に短縮されたので、高速バスを利用して
日帰りで近畿地方に買い物に出かける人々が増

ふ

えました。その一方
で、徳島市で行われる「阿

あ

波
わ

おどり」などの観光を目的に、全国各
地から四国を訪

おとず

れる人々も増えています。
　しかし、移動が便利になった結果、買い物に行く人などが大阪な
どの大都市へ吸

す

い寄
よ

せられたことで、地方都市では地元での商品の
売り上げが減少し、経

けい

済
ざい

が衰
すい

退
たい

するという問題も生じています。

2

p.163

交通網の発達と
結びつきの変化

p.202

5

p.185

2

本州と四国を結ぶ三つのルートの
位置と名

めい
称
しょう
を、図　や地図帳で確

かく

認
にん
しよう。

本
ほん
州
しゅう
四
し
国
こく
連
れん
絡
らく
橋
きょう
の開通は、四国の

人々の生活にどのような変化をも
たらしたのか、説明しよう。

確認しよう
3

説明しよう

交交通通網網のの整整備備とと
人人々々のの生生活活のの変変化化2
中国・四国地方での交通網・通信網の整備は、

人々の生活や産業にどのような影響を与えているのだろうか。
2節の問い

1 本州と四国を結ぶ橋の総
そう

称
しょう

で、神
こう

戸
べ

〜鳴
なる

門
と

、
児
こ

島
じま

（倉
くら

敷
しき

）〜坂
さか

出
いで

、尾
おの

道
みち

〜今
いま

治
ばり

の三つのルート
があります。

2 交通網
もう

の整
せい

備
び

により、地方都市から大都市
への買い物客が増

ふ

えたり、地方都市の支
し

店
てん

が閉
へい

鎖
さ

されたりする現
げん

象
しょう

をストロー現象といいます。

↑　徳島市から神
こう

戸
べ

市や大阪市などへ向かう
高速バスの乗り場（徳島県徳島市、2019 年） 
　淡

あわ
路
じ
島
しま
を経

けい
由
ゆ
して約 2時間で神戸市へ、約

3時間で大阪市へ移
い
動
どう
することができます。

5

中
国

自
動 車 道

下関

岡山

高知

松山 徳島
山口 広島

出雲
いず も

神戸

京都

大阪 奈良

和歌山

松江
まつ え

まつやま

三次
み よし

こう べ

しものせき

きたきゅうしゅう

北九州

鳥取

高松
たかまつ

浜田自動車道
はま だはま だ

高知
自動
車道

徳島自動車道

松江自動車道 米子自動車道
よな ごよな ご

松山自動
車道

山山陽陽自 動車道

高松

自動車道下関

岡山

高知

松山 徳島
山口 広島

出雲

神戸

京都

大阪 奈良

和歌山

松江

北九州

鳥取

三次

神戸－鳴門ルート
（大鳴門橋、明石海峡大橋）

こう べ 　　なる と

おおなる と きょう　あか し かいきょうおおはし

児島（倉敷）－坂出ルート（瀬戸大橋）
こ じま　くらしき　　　さかいで せ と おおはし

尾道－今治ルート
（瀬戸内しまなみ海道）

おのみち　　いまばり

高松

高速道路・主な
自動車専用道路
主な道路

自動車を使って高松市から3時間で移動
できる範囲（四国を除く）

� ��km

� ��km

1985年

2023年

〔本州四国連絡高速道路資料、ほか〕

↑　中国・四国地方の高速道路網
もう

と所要時間の変化3

↑　本州と四国を結ぶ瀬
せ

戸
と

大
おお

橋
はし

（香川県坂
さか

出
いで

市）　橋は二層
そう
構
こう
造
ぞう
になっており、上は自動車、下は列車が走っています。1

橋の開通によって、
人々の移

い

動
どう

はどのように
変化したのかな？

↑←　瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の島々を
巡
じゅん

回
かい

する診
しん

療
りょう

船「済
さい

生
せい

丸
まる

」（岡山県、北
きた

木
ぎ

島
しま

、
2019 年）　瀬戸内海に
は病院のない島が多いた
め、船内で診

しん
察
さつ
や健康診

しん

断
だん
が受けられる診療船が

活
かつ
躍
やく
しています。

2

交通網の広がり、日本の産業と情報（小）　原爆（小・歴・公）小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

世界とつながる平和記念都市、広島

　長崎市とともに第二次世界大戦で原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

（原
げん

爆
ばく

）の被
ひ

害
がい

を受けた広
島市は、平

へい

和
わ

記
き

念
ねん

都
と

市
し

として世界の平和を求め、核
かく

兵器の悲
ひ

惨
さん

さを発
信しています。その活動の一つが修

しゅう

学
がく

旅行の誘
ゆう

致
ち

です。国内各地から
来る修学旅行生は年間 30万人を超

こ

え（2019 年）、世界文化遺
い

産
さん

に登
録された原爆ドームなどを見
学したり、被

ひ

爆
ばく

者の話を聞い
たりしながら、命の尊

とうと

さや平
和の大切さを学んでいます。

未来に未来に
向けて向けて

平和・安全

→　平和記念公園で「被
ひ

爆
ばく

ピアノ」
の話を聞く修

しゅう

学
がく

旅行生（広島県広島
市、2019 年）　広島市では、原

げん
爆
ばく

によって被爆したピアノを修
しゅう
復
ふく
す

る活動が行われてきました。修復
された「被爆ピアノ」は、国内外
のコンサートなどで使用されてい
ます。

4

小 歴 公

188 189
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る様子が見られた。

　また、デメリットについてまとめたスライド
②からは生徒Ａの「沿岸部に人口が集中し、内

陸部の人口が減少した」という図４をもとにし

た記述、生徒Ｄの「過疎化が進んで人口減少や

高齢化が深刻な問題になった」という図５をも

とにした記述、どちらも交通網の整備によって

人口が沿岸部に移動し、内陸部の人口が減少し

過疎化していくという「地域」や「場所」といっ

た見方・考え方を働かせていることを読み取る

ことができる。

　一方で、課題となった部分も見られた。上記

のグループＢの、メリットについてまとめたス

てより具体的な地域の地理的事象について「見

方・考え方」を働かせて考察していく活動を行っ

た（手順は以下の通り）。

①�教科書p.189、193、194、195を４人グループ
で１人１ページずつ分担する。
②�節の問いである「中国・四国地方での交通網・通
信網の整備は、人々の生活や産業にどのような影
響を与えているのだろうか」に対する答えとなる
文章を、メリットとデメリットに分けてページ内
から抜き出す。
③�抜き出した内容をGoogleスライドの担当箇所へ
入力する。

　「見方・考え方」を働かせて考察できている

かが分かりやすくなるように、③の作業に取り

組む際には以下の点を踏まえ、生徒が「見方・

考え方」を働かせて考察できているかを可視化

しやすくなるように工夫した。

・抜き出した文章のうち、問いに対して重要だと思
う部分は色を変える。
・関係する資料（教科書・地図帳のページ数や資料
の番号）を明記する。
・地理的事象に対して多角的、多面的な視点から捉
えるために「メリット」と「デメリット」の視点
に分けて考察する。
・前後のページの内容を踏まえても構わない。

4 授業を実施して 　

　実際に生徒が授業で作成したスライドから、

本時のねらいを達成することができたのか検証

してみたい。

　グループＡのメリットについてまとめたスラ
イド①では、生徒Ａの図２をもとにした「移動

時間が短縮された」という記述や、生徒Ｂの「東

京や札幌など遠く離れた市場にも、鮮度を保っ

たまま出荷できるようになった」という図３を

もとにした記述、どちらも資料をもとに「位置

や分布」「空間的相互依存作用」といった見方・

考え方を働かせて考察していることができてい

メリット
Ｐ１８９ 担当：生徒A Ｐ１９３ 担当：生徒Ｂ

Ｐ１９４ 担当：生徒Ｃ Ｐ１９５ 担当：生徒Ｄ

・移動時間が短縮された。（教 3 ）
・人やものの移動が活発になった。
・フェリーの時間を気にせずに買い物や通
勤・通学、通院ができるようになった。

・東京や札幌など遠く離れた市場にも、鮮度を
保ったまま出荷できるようになった。（教 5 ）

・全国各地や海外から多くの観光客が
訪れるようになった。（教 3 ）

・瀬戸内海の島々を渡ってサイクリングなどを
楽しむ観光客がでてきた。

グループＡ　スライド①

デメリット
Ｐ１８９ 担当： Ｐ１９３ 担当：生徒Ｂ

Ｐ１９４ 担当：生徒Ｃ Ｐ１９５ 担当：生徒Ｄ

生徒Ａ

・遠方への野菜の出荷が可能になったこと
で、地元で暮らす人々に野菜が行き届か
なくなる。

・フェリーの利用者が減少し、航路の多
くは廃止されたり、便の数が減ったり
したため自動車を持たない人や高齢者
にとっては生活が不便になった。

・沿岸部に人口が集中し、内陸部の人口
が減少した。（地102）

・過疎化が進んで人口減少や高齢化が深刻
な問題になった。（教 5 ）

・観光客が増加したことにより、地域の環
境が破壊されたりしてしまう。

グループＡ　スライド②

メリット
Ｐ１８９ 担当：生徒E Ｐ１９３ 担当：生徒F

Ｐ１９４ 担当：生徒G Ｐ１９５ 担当：生徒H

・東京や札幌など遠く離れた市場にも、鮮度を
保ったまま出荷できるようになった。（教 5 ）

・ 2つの地方の主要都市の移動時間が、フェリー
を使っていた頃の半分から3分の1程度になり、
それぞれの地域の交流が活発化した。

・また車を使うことで夜間などでも時間を気に
せず行き来することが可能になった。

・多くの自動車道などが開通したため全国
各地や海外から多くの観光者が訪れるよ
うになった。（教 3 ）

・人口減少や高齢化が深刻になっている。

グループＢ　スライド③

中学校社会科のしおり 2025年度 後期号 - 12 -
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ライド③では生徒Ｅや生徒Ｈの記述のように、

資料等と関連づけることができず教科書の文章

から読み取る段階で終わってしまい、見方・考

え方が十分に働いていないと思われるものも見

られた。

　このような傾向を招いてしまった要因として

考えられることは、学習者用コンピューターを

使用することが先行してしまい、諸資料を活用

することに十分な時間や意識を向けることがで

きなかったことが原因だと考えられる。これま

で学習者用コンピューターを使用する際にも同

様の現象が見られることもあったため、使用す

る際には事前の指示や説明を入念に行い、授業

のねらいや生徒へ伝える必要性を改めて実感し

た。また、グループＡスライド②生徒Ｃのよう

に教科書の中から問いに対する文章を見つけて

も、全ての文章に対応する資料があったわけで

はないという場合もあった。これは教師側が事

前に教材の分析や準備を徹底しておかなければ

いけないという反省点となった。

5 実践を振り返って

　現行の学習指導要領での「見方・考え方」を

働かせて考察を行うことで、地域的特色を具体

的に捉えたり、地域の課題に対して主体的に考

えたりする姿勢が身につく生徒が多くなってき

た。一方で、「見方・考え方」を働かせること

が不十分だと、地域的特色を多面的・多角的な

視点で考察できなかったり、学習を深めたりす

ることが難しくなるという課題も見られた。特

に、今回の実践でそうした様子が見られた生徒

は、他の単元でも同様の課題が見られた。反対

に、「見方・考え方」を働かせることができれば、

他の地域でも地域的特色を捉えることができる

汎
はん

用
よう

的な資質・能力が身につくことも確認する

ことができた。今後は、地理的分野だけでなく、

札幌へ

仙台へ
3日目

東京へ
3日目
2日目
3日目

九州へ
2日目
2日目

大阪・名古屋へ
2日目

中国・四国へ
2日目

新潟・長野へ
3日目

2日目
4日目

仙台

札幌

東京

長野

名古屋
大阪高知

福岡

せんだい

さっぽろ

0 200km

輸送方法
トラック

主な高速道路

航空機

鉄　道
○日目は集荷日
からの日数

航空路

高知県の野菜の
輸送手段（2019年度）

トラック
95.8%

鉄道 3.7 航空 0.5

〔高知県資料、ほか〕

図３　『社会科 中学生の地理』p.193「5高知県の野菜の主な出荷先へ
の輸送手段」

高知
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広島
ひろしま

高松
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岡山
おかやま

鳥取
とっとり

松江
まつ え

山口
やまぐち

徳島
とくしま

松山
まつやま

高知
こう ち

松山
まつやま
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おかやま

鳥取
とっとり

松江
まつ え
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瀬戸大橋線・瀬戸中央自動車道
（1988年全線開業・開通）

大鳴門橋
（1985年開通）

瀬戸内しまなみ海道
（2006年全線開通）

山陽自動車道
（1997年全線開通）

中国自動車道
（1983年全線開通）山陽新幹線

（1975年全線開業）

※市町村の境界は
　2020年と同じ

　せ　と

おおなる　と　きょう

　せ　と　うち　　　　　　　　かいどう

さんよう

ちゅうごく

さんよう

500人以上
200～500
100～200
50～100
20～50
20人未満
国鉄線・JR線
その他のおもな鉄道線

人口密度（1km2あたり）

〔令和2年　国勢調査報告、ほか〕
1：4,000,000
0 50km

ⓐ1970年 ⓑ2020年中
ちゅう
国
ごく
・四

し
国
こく
地方の交通

と人口密度の変化
6

1970 年と 2020 年の地図で、1km2 あ
たりの人口密度がともに 200 人以上の
ところと、20 人未満のところはどの
ような地域か、地形や交通に着目して
答えよう。

85

図４　『中学校社会科地図』p.102「6中国・四国地方の交通と人口密度
の変化」

（2023年）
〔住民基本台帳 人口・世帯数表〕

松江 鳥取

岡山
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まつやま

松山
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広島

山口

津和野
つ わ の

はぎ

萩

いまばり

今治

おのみち

尾道

さかいみなと

境港松江 鳥取

岡山

まつ え

たかまつ

高松
徳島

まつやま

松山

高知

広島

山口

津和野
つ わ の

はぎ

萩
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今治

おのみち

尾道

さかいみなと

境港たけしま
竹島

お き しょとう
隠岐諸島
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老年人口の割合
45％以上
40～45
35～40
30～35
30％未満

↑　中国・四国地方の市町村別 老年人口の割
わり

合
あい

 　　　　 　　　　　  ど
のような地

ち
域
いき
で老年人口の割合が特に高いのか、話し合おう。

5 小 歴 公 対話図５　『社会科 中学生の地理』p.195「5中国・四国地方の市町村別 老
年人口の割合」

他の分野でも同様に「見方・考え方」を働かせ

ること、そのための授業の工夫を意識をして

日々の授業改善に取り組んでいきたい。
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